
       分 離 動 詞 の 認 定 を め ぐ る 諸 問 題

                        中 村 直 子

 分離動詞は,不 定詞では一語書 きされる語が,あ る条件の下では二つの部分

に分かれることがで きるという,一 つの語はその構造的一貫性を保つ という一

般的な 「語」の概念を裏切 る存在である。 しかしなが ら従来の文法記述 におい

ては,分 離動詞をこの 「分離」 という現象を特徴 とする一つのカテゴリーとし

て捉えることは希である1)。

 まず分離動詞がそう呼ばれる所以たる,分 離 という現象に注 目して,分 離動

詞の認定基準 を定める。すなわち分離動詞の,ア クセ ント,統 語的,形 態的特

徴をまず取 り上げる。その際には,最 近の文法書における分離動詞についての

記述を参照する。少なくともこの条件 を満たすものは分離動詞 と呼べるという

認定基準が,見 い出せ よう。

1.分 離動詞の認定基準

 ここでは,分 離動詞がそれと認定 されるための条件を,ア クセ ント,統 語的,

形態的特徴 によって定める。

 まず,第 一構成要素+基 礎動詞2)とい う語構造になつていることが挙げられ

る。分離動詞は複合動詞の一種であるので,た いていの場合,二 つの構成要素

か ら成 り立っているのである。

1.1.ア クセント

 次に挙げられる条件は,第 一構成要素に強アクセントがあることである。例

えばそのことは,分 離 ・非分離動詞 を分離するのかどうか見分ける際に明らか

になる。すなわち,分 離する場合には第一構成要素にアクセントがあり,非 分
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離 の 場 合 は 基礎 動 詞 の 方 に ア ク セ ン トが あ る 。 次 の 例 を比 べ て み る と,よ り明

確 だ ろ う。

  �erlegen:Sie legte sich eine Decke血ber―

      「彼 女 は 毛 布 を 自分 に 掛 け た 」

  �erlegen:Ich�erlege, was ich tun soll.

      「私 は ど うす べ きか考 え て い る」

同 じ綴 りの�erlegenと い う動 詞 で も,第 一 構 成 要 素 に ア ク セ ン トが あ る場 合

は分 離 し,な い場 合 は非 分 離 で あ る3)。

 ち な み に こ の場 合,第 一 構 成 要 素 に強 ア ク セ ン トが あ る とい う こ とは,第 一

音 節 に 強 ア ク セ ン トが あ る とい うこ と と同 じで は な い。zusammenf�renで は,

強 ア ク セ ン トは 第 二 音 節 に ア クセ ン トが あ るが,こ れ は以 下 の例 が 示 す よ う に

分 離 動 詞 で あ る 。

  Das Schicksal f�rte die beiden zusammen.

  「運 命 が 二 人 を巡 り会 わせ た」

重 要 な 点 は,基 礎 動 詞 の方 にで は な く,第 一 構 成 要 素 の 方 に ア ク セ ン トが あ る

とい う こ とで あ る 。

1.2.分 離 とい う現 象:統 語 的 分 離 と形 態 的 分 離

 一般 に分 離 動 詞 が 「分 離 」 す る とい う場 合,そ こ に は二 種 類 の 分 離 の 仕 方 が

あ る 。

  a)Er kommt morgen in Berlin an.

  「彼 は 明 日ベ ル リ ン に着 く」

  b)Er ist gestern in$erlin angekommen.

  「彼 は 昨 日ベ ル リ ン に着 い た」

上 記 の 二 つ の例 文 を比 較 す る と,a)で は,分 離 とい う現 象 は 第 一様 成 要 素 が 基

礎 動 詞 か ら離 れ て 文 末 に 置 か れ,枠 構 造 を作 る とい う と こ ろ に見 られ る 。 一 方

b)で は,第 一 構 成 要 素 と基 礎 動 詞 の 分 離 は,geと い う要 素 に よ って 引 き起 こ

され て い る 。別 の 言 い方 で い う な らば,a)で は分 離 とい う現 象 は,枠 構 造 を作

る と い う点 で 文 の 構 造 に 関 わ る もの で あ り,統 語 的 な現 象 で あ る 。 一 方b)で

は,分 離 とい う現 象 は語 の形 態 に関 わ る こ とで あ り,形 態 的 現 象 で あ る 。 す な

わ ち,統 語 的分 離 と形 態 的 分 離 とい う二 種 類 の分 離 が あ る の で あ る。

 こ れ らの 分 離 が起 こ る,あ る い は起 こ らな い条 件 は,次 の よ うに 場 合 分 け で
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き る。

 1統 語 的 分 離

  1―1 主 文 に お い て,分 離 動 詞 が 定 形 を取 る 場 合,分 離 動 詞 に よ る 枠 構

 造 が 作 られ る(統 語 的 分 離 が 起 こ る)。

   c)Der Zug kom皿t p�ktlich in Hamburg an.

   「列 車 は 定刻 通 りにハ ン ブ ル ク に着 く」

   d)Kommt der Zug p�ktlich in Hamburg an? (疑 問 文)

   「列 車 は定 刻 通 りにハ ン ブ ル ク に着 き ます か 」

   e)Komm p�ktlich an! (命令 文)

   「時 間通 りに 来 い 」

   f)Der Zug kam p�ktlich in Hamburg an. (過去 形)

   「列 車 は定 刻 通 りにハ ン ブ ル ク に着 い た」

  1-2 副 文 に お い て,分 離 動 詞 が 定 形 で 文 末 に 現 れ る 場 合,分 離 動 詞 に

  よ る枠 構 造 は作 ら れ な い(統 語 的分 離 は 起 こ ら な い)。

   g)Ich weiﾟnicht, ob der Zug p�ktlich in Hamburg ankommt.

   「列 車 が ハ ンブ ル ク に 定 刻 通 りにつ くか ど うか 私 は 知 ら な い」

   h)Ich m�hte den Zug nehmen, der rechtzeitig in Hamburg ankommt.

   「私 は ち ょ う ど よい 時 間 に ハ ンブ ル ク に着 く列 車 に 乗 りた い」

  1―3 分 離 動 詞 がzuな しの 不 定 詞 で現 れ る場 合,分 離 動 詞 に よ る枠 構 造

  は作 ら れ な い(統 語 的 分 離 は起 こ らな い)。

   i)Der Zug soil um diese Zeit in Hamburg ankommen.

   「列 車 は今 頃 は ハ ン ブ ル ク に着 い て い る はず だ 」

   j)Er sagte mir, daﾟder Zug p�ktlich in Hamburg ankommen wird.

   「列 車 は定 刻 通 りにハ ンブ ル ク に 着 くだ ろ う と彼 は 私 に言 つ た 」

 2 形 態 的分 離

  2―1 過 去 分 詞 形 の場 合,geが 第 一 構 成 要 素 と基 礎 動 詞 の 間 に 置 か れ る。

   k)Der Zug ist schon in Hamburg angekommen.

   「列 車 は もうハ ンブ ル ク に 着 い た」

  2-2 zu不 定 詞 形 の場 合, zuが 第 一構 成 要 素 と基礎 動 詞 の 問 に 置 か れ る。

   1)Der Zug scheint noch nicht anzukommen.

   「列 車 は まだ 着 い て い な い よ う だ」

さ ら に こ こで,一 語書 き さ れ て い る か ど う か を考 慮 に入 れ る と,次 の よ うな
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こ とが 付 け加 え られ る 。

  1-4 統 語 的 分 離 が 起 こ らな い 場 合 は,第 一 構 成 要 素 と基 礎 動 詞 は 一 語

  書 きさ れ る 。

   上 記 の例 で は,g, h, i, jが そ れ に相 当 す る 。

  2―3 形 態 的 分 離 の場 合 に は,第 一 構 成 要 素 と基 礎 動 詞 の 間 に 置 か れ る

  ge, zuも 共 に 一 語 書 きさ れ る 。

   上 記 の例 で は,k,1が そ れ に相 当 す る。

 た だ し統 語 的 分 離 が 起 こ る場 合 に は,第 一 構 成 要 素 は必 ず し も文 末 に くる訳

で はな い。 文 要 素 が,第 一構 成 要 素 と基 礎 動 詞 で 作 られ た枠 構造 の 外 に置 か れ

る場 合 もあ る。 つ ま り,枠 外 配 置 で あ る。 一 般 に,als, wieで 導 か れ る 文 要 素,

副 文,zu不 定 詞 句,文 節[Gliedsatze]な どが枠 外 配 置 され る4)。

  Diese rote Rose bl�t fr�er auf als jene weiﾟe.

  「こ の紅 薔 薇 は あ の 白薔 薇 よ り先 に咲 く」

  Er sieht sich den Film an, den wir ihm empfohlen haben.

  「彼 は我 々 が 勧 め た 映 画 を見 る 」

  Ich habe heute abend vor, ins Kino zu gehen.

  「私 は今 晩 映 画 を 見 に行 くつ も りだ 」

  Mir f舁lt doch nicht ein, was er zu uns gesagt hat―5)

  「彼 が我 々 に な ん と言 つ た の か さ っ ぱ り思 い 出 せ な い'1

こ こで 重 要 な こ と は,第 一 構 成 要 素 が 文 末 に くる か 否 か で は な く,基 礎 動 詞 と

第 一構 成 要 素 が 枠 構 造 を作 る とい う点 で あ る。 言 う まで もな く,枠 構 造 は ドイ

ツ 語 の 文 構 造 の 大 き な特 徴 で あ り,こ の場 合,分 離 とい う現 象 が そ れ に 関 わ つ

て い る た め に 「統 語 的 分 離 」 と呼 ぶ の で あ る。

 また,統 語 的分 離 が 起 こ る場 合 に は,分 離 した 第 一 構 成 要 素 が 小 文 字 書 き さ

れ る と い う点 に も注 意 を促 して お く。achtgebenの よ うな 第 一 構 成 要 素 が 名 詞

の形 の 動 詞 に お い て統 語 的 分 離 が 起 こ る 場 合 に も,achtは 小 文 字 で 書 か れ る の

で あ る。

  Gib acht!「 気 をつ け ろ 」

1.3.分 離 動 詞 の 認 定 基 準

 以 上 の こ とか ら,分 離 動 詞 の 認 定 基 準 は以下 の よ う に定 め られ る。

              - 42 一



 1)第 一 構 成 要 素+基 礎 動 詞 とい う語 構 成 を持 つ 。

 2)第 一 構 成 要 素 に 強 ア クセ ン トが あ る。

 3)第 一 構 成 要 素 と基 礎 動 詞 が枠 構 造 を作 る とい う統 語 的 分 離 が起 こ る 。

  3a)統 語 的 分 離 が 起 こ らな い 場 合,第 一 構 成 要 素 と基 礎 動 詞 は一 語 書 き

  さ れ る 。

  3b)統 語 的 分 離 が 起 こ る場 合,分 離 した 第 一 構 成 要 素 は小 文 字 書 き さ れ

  る。

 4)過 去 分 詞 形 とZll不 定 詞 形 で は,第 一 構 成 要 素 と基 礎 動 詞 の 問 に そ れ ぞ

 れge, zuが 置 か れ る とい う形 態 的 分 離 が 起 こ る。 形 態 的 分 離 が起 こ る 場 合

 に は,第 一 構 成 要 素 と基 礎 動 詞 と の 間 に置 か れ る付 加 され た要 素 も共 に一 語

 書 き さ れ る 。

 この 条 件 をす べ て 満 た す 分 離 動 詞 と して は,次 の よ うな も のが 挙 げ られ る。

  abbrechen「 折 り取 る」,anfangen「 始 め る」,aufblicken「 見 上 げ る」,

  ausbreiten「 広 げ る」,beigeben「 添 え る」,-einkaufen「 買 い入 れ る 」,

  mitbringen「 携 え て くる 」,nachahmen「 模 倣 す る 」,

  vorspielen「(手 本 と して)演 奏 して みせ る」,zudecken「 覆 う」

 この 中 か ら例 と してanfangenを 取 り上 げ て み る。 ま ず,基 礎 動 詞fangenに

第 一 構 成 要 素anが 付 加 さ れ た 形 を取 つ て い る の で,条 件1を 満 た して い る。

さ らに こ の 語 で はanに 強 ア ク セ ン トが あ るの で,条 件2も 満 た して い る。

  Das Konzert f舅gt um neun Uhr an.「 コ ンサ ー トは9時 に 始 ま る」

上 記 の 文 で は 統 語 的分 離 が 起 こ って お り,第 一 構 成 要 素anと 基 礎 動 詞fangenが

枠 構 造 を作 って い る。 す な わ ち条 件3bが 満 た され て い る。

  Was soll ich mit dieser Papier anfangen?

  「こ の紙 で ど う しろ と い う ん だ 」

  Er wuﾟte nicht, um wieviel Uhr das Konzert anfing.

  「彼 は何 時 に コ ンサ ー トが 始 ま る か知 らな か つ た」

こ れ ら は,統 語 的 分 離 の 起 こ ら な い例 で あ る。 一 つ 目 は分 離 動 詞 がzuな しの

不 定 詞 で 現 れ る場 合,二 つ 目は 副 文 で の 定 形 で 現 れ る場 合 で あ る。 す な わ ち こ

こで は,条 件3aが 満 た され て い る 。

  Die Schmerzen haben gestern angefangen.「 昨 日か ら痛 み だ した 」

  Ich weiﾟnichts mit der Zeit anzufangen― 「私 は時 間 を持 て 余 して い る」

一 つ 目 は過 去 分 詞 形 で の
,二 つ 目 はzu不 定 詞 形 で の 形 態 的 分 離 が 起 こ つ て い
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る例 で あ る。 そ れ ぞ れge, zuが 第 一 構 成 要 素 と基 礎 動 詞 の 間 に 置 か れ て 全 体

が 一 語 書 き され て お り,条 件4が 満 た され て い る。

2.分 離 動 詞 の 認 定 基 準 を一 部 しか 満 た さ な い 動 詞

 分 離 動 詞 の認 定 基 準 をす べ て 満 た す動 詞 が 存 在 す る一 方 で,こ の 条 件 を一 部

しか満 た さ な い動 詞 も存 在 す る。 こ こで はそ うい う動 詞 に どの よ う な もの が あ

る か を挙 げ る。

2.1.第 一 構 成 要 素 に強 ア クセ ン トが あ るが,分 離 しな い動 詞(グ ル ー プ1)

 まず,「 第 一構 成 要 素+基 礎 動 詞 とい う語 構 成 」 を持 って お り,「 第 一 構 成 要

素 に強 ア ク セ ン トが あ る」 に もか か わ らず,分 離 し ない もの が あ る。 つ ま り,

条 件 ユ,2し か 満 た して い ない もの で あ る。

  argw�nen「 邪 推 す る」,briefwechseln「 文 通 す る」,

  fr�st�ken「 朝 食 を取 る」,liebkosen「 愛 撫 す る」,

  maﾟregeln「 懲 戒 処 分 す る」,radebrechen「(外 国 語 を)片 言 で 話 す 」,

  ratschlagen「 協 議 す る」,rechtfertigen「 正 当化 す る」,

  willfahren「 意 に従 う」

これ ら は二 つ の構 成 要 素 か らで きて い て,複 合 動 詞 の よ うに 見 え る。 例 え ば,

briefwechseln e brief+wechselnの よ う に で あ る 。 し か し次 に示 す よ う に,

ア クセ ン トが 第 一 構 成 要 素 にあ る に もか か わ らず 分 離 が 起 こ らな い の が,こ れ

らの動 詞 の特 徴 で あ る 。

  Er rechtfertigte sein Verhalten.(*fertigte sein Verhalten rechtで は な い)

  「彼 は 自分 の 振 る 舞 い を正 当 化 した 」

  Der Verbrecher wurde gemaﾟregelt―(*maﾟgeregeltで は な い)

  「犯 人 は 処 罰 さ れ た 」

  Ich habe keine Zeit, zu fr�st�ken―(*fr�zust�kenで は な い)

  「私 に は 朝 食 を と る時 間が な い 」

上 記 の 例 に 示 され て い る よ う に,こ れ らの 動 詞 で は第 一 構 成 要 素 が 基 礎 動 詞 と

枠 構 造 を作 る こ と (統語 的 分 離)が な い し,geやzuが 第 一構 成 要 素 と基 礎 動

詞 の 間 に入 って 共 に一 語書 きさ れ る こ と (形態 的 分 離)も な い 。

 この よ うな動 詞 が 分 離 動 詞 とな らな い 理 由 と して,次 に示 す よ う に,こ れ ら
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が 複 合 名 詞 か ら の 派 生 語 で あ る と い う こ と が 挙 げ ら れ る 。

  argw6hnen<Argwohn, fr�st�ken<Fr�st�k,皿aﾟregeln〈Maﾟregel,

  ratschlagen<Ratschlag

こ れ ら が 名 詞 か ら の 派 生 語 で あ る 根 拠 は,例 え ば 活 用 に 現 れ る 。 つ ま り,こ の

グ ル ー プ に 属 す るhandhaben, radebrechen, ratschlagenの よ う な 基 礎 動 詞 の

部 分 が 強 変 化 動 詞 の も の が,.弱 変 化 す る の で あ る 。

  brechen      ‐ brach       ‐ gebrochen

  abbrechen    ‐ brach… ab    ‐ abgebrochen

  radebrechen   ‐ radebrechte   ‐ geradebrecht

  schlagen     ‐ schlug       ‐ geschlagen

  vorschlagen   ‐ schlug… vor  ‐ vorgeschlagen

  ratschlagen   ‐ ratschlagte   ‐ geratschlagt

以 上 の よ う に,分 離 動 詞 で 基 礎 動 詞 が 強 変 化 動 詞 の も の と比 べ る と,こ の 特 徴

が は つ き りす る 。 分 離 動 詞 で あ るabbrechen, vorsch正agenは 強 変 化 す る の に

対 し て,radebrechen, ratschlagenの 場 合 は 弱 変 化 で あ る6)。 Fleischerに お け

る こ れ ら の 動 詞 の 語 構 成 の 分 析 は,弱 変 化 に な る 理 由 を 説 明 で き る 。 こ こ に は

複 合 名 詞 か ら の 派 生 語 の 例 と し て,bildhauern「 彫 刻 を す る 」, katzbuckeln

「追 従 す る 」
,fr�st�ken「 朝 食 を 取 る 」 な ど が 挙 が っ て い る 。 い ず れ も,ア

ク セ ン トが 第 一 構 成 要 素 に あ る に も か か わ らず 分 離 し な い も の で あ る 。 こ れ ら

の 語 構 成 は,次 の よ う な も の で あ る 。

  例 え ば,bildhauernは, SN([SN1-SV],D)・D(en)型 を, katzbuckelnは,

  SN(SN1, SN2)・D(en)型 を, fr�st�kenは, SN(SA, SNI)・D(en)型 を 代 表 す

  る7)。

つ ま り,こ れ ら の 動 詞 は 第 一 構 成 要 素+基 礎 動 詞 と い う 語 様 成 で は な く,名 詞

+接 尾 辞(en)と い う 構 造 を 持 つ の で あ る 。 す な わ ち,例 え ばratschlagenの

schlagenの よ う な 一 見 基 礎 動 詞 に 見 え る 部 分 は 本 来 の 動 詞 で は な く,こ の 動 詞

はratschlag+enと い う 構 造 に な っ て い る の で あ る 。 こ の 構 造 が 動 詞 を 弱 変 化

さ せ,ratを 分 離 さ せ な い の で あ る 。 rat+schlagと い う 結 合 は, rat+

schlagenと い う 結 合 よ り も 強 い か ら で あ る 。

 し か し こ の グ ル ー プ に は,複 合 名 詞 か ら の 派 生 語 で は な いliebkosen(<

mhd. einem ze liebe k6sen), willfahren(〈mhd. eines ze噛willen v舐en)も 含 ま

れ て お り,さ ら に,複 合 名 詞 に 由 来 す る 分 離 動 詞haushaltenも 存 在 す る 以 上,
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派 生 語 で あ る こ とが 分 離 しな い 理 由 に は必 ず し もな らな い 。

 こ の よ う な動 詞 が,第 一 構 成 要 素+基 礎 動 詞 とい う語 構 成 を持 って い る よ う

に見 え,ア クセ ン トが 第 一 構 成 要 素 に あ る に も か か わ らず,統 語 的,形 態 的 特

徴 が 分 離 動 詞 と も非 分 離 動 詞 と も異 な つ て い る とい う点 に,独 自の 名 称 を付 け

る こ とで 注 意 が 喚 起 され て い る こ とが あ る 。 例 え ば,間 接 複 合 語[mittelbare

Komposita]8)や,疑 似 複 合 語[Pseudokomposita]9)や,「 複 合 動 詞 の 外 観 を 持 つ

動 詞lo)」 とい う名 称 で あ る。 分 離 動 詞 の 認 定 条 件 を二 つ は満 た して い る が,分

離 現 象 を示 さ な い こ の グ ル ー プ の 名 称 と して は,こ の 中 で は疑 似 複 合 語 が 一 番

ふ さ わ しい だ ろ う。

 一 方,こ うい う動 詞 の 中 に は,geを 用 い な い 過 去 分 詞 も併 用 され る もの が

あ る。

  handhaben‐ gehandhabt, handhabt

  liebkosen‐geliebkost, liebkost

  willfahren‐gewillfahrt, willfahrt

Curmeは, willfahren, liebkosen, frohlockenの 三 つ の 動 詞 に つ い て 二 種 類 の

過 去 分 詞 が 用 い られ る と述 べ て い る。 なぜ な ら こ れ らの 動 詞 は,第 一 構 成 要 素

に ア ク セ ン トが あ り,geの あ る 過 去 分 詞 形 を持 つ 単 一 語 と も,第 二 構 成 要 素

に ア ク セ ン トが あ り,geの な い 過 去 分 詞 形 を持 つ 非 分 離 動 詞 と も と れ る か ら

で あ る11)。 しか しfrohlockenは,今 日で は 非 分 離 動 詞 ど 見 な され て い る。 つ

ま り,第 二 構 成 要 素 に ア ク セ ン ト'があ り,geの な い 過 去 分 詞 形(frohlockt)

を持 つ の で あ る。 他 のhandhaben, willfahrenは,第 一 構 成 要 素 に ア クセ ン ト

が あ る場 合 もあ る し,第 二 構 成 要 素 に ア ク セ ン トが あ る場 合 もあ る。 こ れ ら は

形 態 的振 る舞 い とア クセ ン トの 点 で は,非 分 離 動 詞 と この グ ル ー プ の 問 で 揺 れ

て い る の で あ る12)。

2.2.分 離 動 詞 と して は 限 られ た 語 形 しか持 た な い動 詞(グ ル ー プ2)

 不 定 詞 や 過 去 分 詞 の 形 で 現 れ る際 に しか,分 離 動 詞 と して の語 形 を持 た ない

動 詞 が あ る。 つ ま り,「 第 一 構 成 要 素 に ア クセ ン トが あ る」 とい う条 件 と,「 形

態 的分 離 が 起 こ る」 と い う条件 を満 た して い るが,統 語 的 分 離 が 起 こ らな い も

の で あ る。 しか も この 中 に は,形 態 的分 離 が 完 全 に 起 こ る もの と,不 完 全 に し

か起 こ ら な い もの が あ る。 後 者 は,過 去 分 詞 の 際 に しか 形 態 的分 離 が 起 こ ら な

い の で あ る。 つ ま りこ の グ ル ー プ は,二 種 類 に分 類 で きる 。 一 つ は,「 第 一 構
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成 要 素 に ア ク セ ン トが あ る 」 と 「形 態 的 分 離 が 起 こ る」 の条 件 を満 た して い る

が,統 語 的 分 離 が 起 こ らな い もの(2a)で あ る。

  notlanden-notlandete―notgelandet―notzulanden「 不 時 着 す る 」

  notschlachten‐notschlachtete‐notgeschlachtet‐notzuschlachten

  「(病獣 な ど を)非 常 畜 殺 す る」

  nottaufen-nottaufte-notgetauft-notzutaufen「 応 急 洗 礼 を施 す 」

  schutzimpfen‐schutzimpfte‐schutzgeimpft‐schutzzuimpfen

  「予 防接 種 す る」

これ ら の動 詞 は,条 件1,2,4を 満 た して い る。 も う一 方 は,「 第 一 構 成 要

素 に ア ク セ ン トが あ る 」 の 条件 は満 た して い る が,「 形 態 的 分 離 が 起 こ る 」 の

方 は部 分 的 に しか 満 た さな い もの(2b)で あ る。

  bauchreden―bauchgeredet「 腹 話 術 で し ゃべ る」

  blindfliegen―blindgeflogen「 計 器 飛 行 す る」

  kunststopfen-kunstgestopft「 か け は ぎす る」

  nachtwandeln―nachtgewandelt「 夢 遊 す る」

  probefahren-probegefahren「 試 運 転 す る 」

これ ら は条 件1,2は 満 た す が,条 件4は 不 完全 に しか満 た さ な い 。 す な わ ち

ZU不 定 形 は用 い られ な い の で あ る13)。

 これ らの 動 詞 が こ の よ う に不 完 全 な形 態 的振 る舞 い をす る こ とにつ い て は,

複 合 名 詞 か ら派 生 した動 詞 が 主 に属 す る グ ル ー プ1の 中 か ら,第 一構 成 要 素 と

基 礎 動 詞 の結 びつ きが 弱 くな っ て,分 離 した語 形 が 次 第 に用 い られ る よ う に な

り,分 離 動 詞 に近 づ く もの が 出 て きた とい う見 方 をす る こ とが で きる14)。 そ れ

に対 して,こ れ ら は複 合 名 詞 か らの 派 生 語 で は な く,動 詞 の 過 去 分 詞 形 に第 一

構 成要 素 が 付 け加 わ っ た もの と い う見 方 もあ る15>。 そ こか ら不 定 詞 形 が作 ら れ,

さ らに 人 称 変 化 形 が 作 られ て い くわ けで あ る。』

  aus Not gelandet>notgelandet16),今 日で はす で にnotlanden, ich notlande,

  し か し+genotlandetで は な くnotgelandet;zum Schutz impfen>schutz-

  geimpftさ しあ た り不 定 詞 と過 去 分 詞 形 の み で 用 い られ る17)。

グ ル ー プ2a,2bが 共 に 過 去 分 詞 形 を持 って い る こ とか ら考 え る と,説 得 力

が な い わ け で も な い解 釈 で あ る。

 しか し な が ら,こ れ らの動 詞 につ い て の記 述 が 一 定 して い な い とい う こ と は,

これ らの 動 詞 が 揺 れ な が ら分 離 動 詞 に近 づ こ う と して い る とい う こ と を示 して
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い る と も 考 え ら れ る 。 ま だ 用 法 が 定 ま っ て い な い と言 っ て よ い 程 の 揺 れ が あ る

の で あ る 。 例 え ば,notlandenは 現 在 の 用 法 で は,統 語 的 分 離 は し な い が 形 態

的 分 離 は す る と い う 特 徴 を は つ き り示 す 語 形 を 備 え て い る(notlanden-not―

Iandete-notgelandet‐notzulandenユ8))が,不 定 詞 と 過 去 分 詞 し か 存 在 し な い

動 詞 と さ れ る こ と も あ る19)。nottaufenに つ い て は, Paulがnotgetauft(Luther),

nottauft(Eyring)と い う 二 種 類 の 過 去 分 詞 を 挙 げ て い る が20),こ の 動 詞 も現

在 の 用 法 で は,統 語 的 分 離 は し な い が 形 態 的 分 離 は す る も の と さ れ て い る

(nottaufen-nottaufte_notgetauft_notzutaufen21))。 bauchredenは 過 去 分 詞

形 で 揺 れ て い る 。bauchredet/gebauchredetと い う 非 分 離 型 と グ ル ー プ1の 型

の 二 種 類 の 過 去 分 詞 形 の 間 で 揺 れ て い る の み な ら ず,「 不 定 詞 の み が 用 い ら れ

るler kann bauchreden.彼 は 腹 話 術 が で き る 」 と 過 去 分 詞 形 を 欠 い て い る こ

と も あ る22)。 一 番 揺 れ の 激 し い も の の 例 は,nachtwandelnで あ る 。 不 定 詞 形

と過 去 分 詞 形 し か 持 た な い と さ れ て い る 場 合 が あ る 一 方 で23),統 語 的 分 離 を 行

う例 が 挙 げ ら れ て い る 場 合 も あ る 。

  Er wandelt nacht, also weck ihn nicht!24)

  「彼 は夢 遊 し て い る の だ 。 だ か ら 起 こ し て は な ら な い 」

し か し 通 常 こ れ は,「 第 一 構 成 要 素 に ア ク セ ン トが あ る が 分 離 し な い 動 詞 」 と

し て 扱 わ れ て い る 。 つ ま り,グ ル ー プ1に 属 す る 動 詞 で あ る 。

  ich nachtwandele; ich habe (auch: bin) genachtwandelt; um zu

  nachtwandelnzs)

blindfliegenは,一 般 的 に は 分 離 動 詞 と して 用 い ら れ る 。

  ich fliege blind, flog blind;ich bin blindgeflogen;um blindzufliegenzs)

 グ ル ー プ2aに い れ ら れ る 動 詞 に は,そ も そ も 非 分 離 動 詞 の 第 一 構 成 要 素 と

さ れ るmiﾟ27)を 第 一 構 成 要 素 に 持 つ い くつ か の 動 詞 が あ る 。 つ ま り,第 一 構 成

要 素 で あ るmiﾟに 強 ア ク セ ン トが あ り,形 態 的 分 離 を行 う も の で あ る 。

  miﾟbilden-miﾟbildete―miﾟgebildet-miﾟzubilden「 作 り損 な う」

  miﾟbehagen‐miﾟbehagte‐miﾟbehagt‐miﾟzubehagen

  「不 快 感 を 与 え る 」

  miﾟgestalten― 皿iﾟgestaltete-miﾟgestaltet―miﾟzugestalten

  「作 り損 な う 」

  miﾟverstehen-miﾟverstand-miﾟverstanden一 血ﾟzuverstehen

  「誤 解 す る 」
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こ れ らの動 詞 が,第 一構 成 要 素 に ア ク セ ン トが あ り,形 態 的 分 離 を示 す こ とか

ら,miﾟが 分 離 ・非 分 離 の 第 一 構i成要 素 と見 な さ れ て い る場 合 も あ る28)。 しか

し,統 語 的 分 離 が起 こ ら な い た め に,か ろ う じて非 分 離 動 詞 と見 な さ れ て い る

よ うで あ る29)。非 分 離 の 第 一 構 成 要 素 は 一般 に強 ア ク セ ン ト を持 た な い に もか

ゑ わ らず,第 一 構 成 要 素 に強 ア クセ ン トが あ る こ とに 関 して は,複 合 名 詞 や複

合 形 容 詞 の 影 響 や,韻 律 的 な もの が 理 由 と して 挙 げ られ て い る30)。 こ の 強 ア ク

セ ン トが 第 一 構 成要 素 に あ る こ とが お そ ら く,こ れ らの 動 詞 の 形 態 的分 離 を引

き起 こ す要 因 とな った の だ ろ う。

 前 述 の グ ル ー プ2aと 同 じ く,こ のmiﾟを 第 一 構戒 要 素 に 持 つ 動 詞 に つ い て

も,過 去 分 詞 形,zu不 定 詞 形 に つ い て の 記 述 に は,大 きな 揺 れ が 見 られ る 。

例 え ばmiﾟachten「 無 視 す る」 につ い て は,非 分 離 型 と分 離 型 の 二 種 類 の 過 去,

分 詞 が 示 され て い る場 合 が あ る(miﾟachtet/miﾟgeachtet, zu miﾟachten)一 方

で,分 離 型 の み(miﾟgeachtet, mibzuachten),非 分 離 型 の み(miﾟachtet, zu

miﾟachten)の 場 合 も あ る3ユ)。他 に 二 種 類 の過 去 分 詞 形, zu不 定 詞 句 形 が 挙 げ

ら れ て い る も の にmiﾟleiten「 誤 つ た 方 向 に 導 く」 が あ る (皿iﾟleitet, zu

miﾟleiten/miﾟgeleitet, miﾟzuleiten)32)。 他 に も 散 発 的 に, miﾟgedeutet,

miﾟzudeuten(miﾟdeuten「 曲 解 す る」), miﾟgeraten(miﾟraten「 で き損 な う」),

血ﾟzutrauen(miﾟtrauen「 信 用 しな い」)の よ う な例 も見 ら れ る が33),い ず れ

も非 分 離 動 詞 と見 な さ れ る の が 普 通 で あ る。 こ の よ う な揺 れ が あ る 以 上,miﾟ

が 分 離 ・非 分 離 の 第 一 構 成 要 素 と見 な され る の も驚 くべ きこ と で は な い が,前

述 の よ う に現 在 で は こ れ は非 分 離 の前 綴 り と見 な され て い る 。

 特 殊 な 使 い 方 に限 られ るが,miﾟを 第 一構 成 要 素 と して 持 つ 動 詞 に統 語 的分

離 が起 こ る こ とが あ る。 そ れ は 皮 肉 や,滑 稽 さ を意 図 す る場 合 で あ る 。

  Owie verstehen Sie, mein Vater, mich einmal wieder recht gr�dlich

  Ill1ﾟ134)

  「あ あ,お 父 さ ん は な ん と私 の こ と を分 か って ら っ し ゃ る ん だ 。 な ん と ま

  あ,ま た して も本 当 に全 く間 違 って るが!」

  Versteh mich nicht miﾟ!35)「 理 解 して よね,誤 解 じ ゃ な く っ て 」

2.3.不 定 詞 の み が 存 在 す る動 詞(グ ル ー プ3)

 複 合 動 詞 と して は,不 定 詞 形 しか 持 た な い動 詞 が あ る。

  ehebrechen r姦 通 す る」,wettlaufen「 競 争 す る」,wettrennen「(車 や 馬 な
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  どで)競 争 す る」

二 つ の構 成 要 素 か ら成 り立 っ て い る よ う に見 え,ア ク セ ン トが 第 一 構 成 要 素 に

あ る点 で は,グ ル ー プ1に 属 す る動 詞 と同 じ よ う に思 わ れ る。 しか し これ らの

動 詞 は,不 定 詞 以 外 の 場 合 に は,名 詞 と動 詞 に よ る書 き換 えが 行 わ れ る。

  wettlaufen

  Sie laufen/liefen um die Wett.

  Sie sind um die Wett gelaufen.3s)

  ehebrechen

  Ich breche/brach die Ehe.

  Ich habe die Ehe gebrochen.37>

副 文 に お い て もehebrechenは 書 き換 え ら れ る 。

  wenn er die Ehe bricht.

 ち な み に,wettliefern「(手 に 入 れ よ う と し て)争 う」 は 現 在 で は グ ル ー プ

1に 属 す る 動 詞 で あ る 。 つ ま り,書 き換 え は 行 わ れ な い 。

  Ich wettlifere;ich habe gewettliefert;um zu wettliefern

以 上 の こ と か ら,こ れ ら の 動 詞 は グ ル ー プ1の 動 詞 と は 全 く異 な っ て,複 合 動

詞 と し て の 形 態 を 持 つ の は 完 全 に 不 定 詞 の 場 合 の み と分 か る 。 し た が っ て こ れ

ら の 動 詞 は,「 ア ク セ ン トが 第 一 構 成 要 素 に あ る 」 と 「不 定 詞 の 場 合 一 語 書 き

さ れ る 」 と い う 条 件 を 満 た す も の と い う こ と に な る 。 つ ま り,条 件1,2,3

aを 満 た して い る 。

2.4.分 離 した 第 一 構 成 要 素 が 大 文 字 で 書 か れ る も の(グ ル ー プ4)

 「ア ク セ ン トが 第 一 構 成 要 素 に あ る 」,「 形 態 的 分 離 が 起 こ る 」,「 統 語 的 分 離

が 起 こ る 」 と い う 条 件 を 満 た す が,統 語 的 分 離 が 起 こ る 際 に,分 離 し た 第 一 構

成 要 素 が 大 文 字 で 書 か れ る 動 詞 が あ る 。 つ ま り,条 件1,2,3a,4を 満 た

す 動 詞 で あ る 。

  radfahren「 自 転 車 で 行 く」

  ich fahre/fuhr Rad;ich bin radgefahren;um radzufahren

  maschineschreiben「 タ イ プ ラ イ タ ー で 書 く」

  ich schreibe/schrieb Maschine;ich habe Maschine geschrieben;

  um maschinezuschreiben

  kegelschieben「 ボ ー リ ン グ を す る」
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  ich schiebe/schob Kegel;ich habe Kegel geschoben;um Kegel zu schieben

kegelschiebenに お い て は,形 態 的 分 離 が 起 こ っ て い な い 。 しか しグ ル ー プ3

とは異 な り,Kegelに 定 冠 詞 が付 け られ な い た め,こ れ を名 詞 と取 るべ きか ど

うか は 判 断 しが た い 。

3.分 離 動 詞 と意 味 的 に 近 い慣 用 句 や 動 詞

 2で 扱 っ た 動 詞 は,分 離 動 詞 の認 定 基 準 をす べ て 満 た して い な い とい う点 で

分 離 動 詞 の 近 くに位 置 す る動 詞 で あ っ た。 ま た そ れ と並 んで,分 離 動 詞 の 認 定

基 準 の う ち の どれ を満 た して い る か,あ る い は い な い か とい う こ とで は特 徴 づ

け られ な い た め に,前 述 した グ ル ー プの 中 に は入 ら ない が,し か し分 離 動 詞 と

意 味 的 に近 い 関 係 を持 つ 慣 用句 や 動 詞 が あ る。 い わ ば 前 述 した グ ル ー プ が,ア

クセ ン ト,統 語 的,形 態 的 特 徴 の観 点 か ら分 離 動 詞 の 近 くに あ る一 方 で,こ れ

らは意 味 的 に 分 離 動 詞 の近 くに あ る もの で あ る 。 これ らが 分 離 動 詞 の認 定 基 準

で特 徴 づ け る こ とが で きな い の は,認 定 基 準 が 分 離 動 詞 の ア クセ ン ト,統 語 的,

形 態 的 特 徴 に 基 づ い て い る か らで あ る。 そ れ ゆ え これ ら は,分 離 動 詞 との 意 味

的 関係 で 特 徴 づ け る こ と しか で きな い 。

3.1.radfahren-Auto fahren型

 先 に 挙 げ た グル ー プ4と 非 常 に近 い 関 係 に あ る慣 用 句 が あ る。

  Auto fahren「 自動 車 で 行 く」,Klavier spielen「 ピ ア ノ を弾 く」,

  Ski laufen「 ス キ ー を す る」,Karten spielen「 トラ ンプ遊 び を す る」

これ ら は不 定 詞 が 一 語 で書 か れ る こ と は ない し,形 態 的 分 離 が起 こ る とい う こ

と もな い 。 しか し,グ ル ー プ4に お い て 統 語 的 分 離 が 起 こ る よ う な状 態 に お い

た場 合,グ ル ー プ4と 見 分 け が た い 。

  Er f臧rt Rad― 「彼 は 自転 車 に 乗 つ て い く」

  Er f臧rt Auto― 「彼 は 自動 車 に 乗 つ て い く」

radfahrenは 統 語 的 分 離 が 起 こ る 場 合 に は 大 文 字 書 き さ れ る た め に, Auto

fahrenと 同 じ外 見 を取 る の で あ る 。 radfahrenとAuto fahrenの 違 い は,形 態 的

分 離 が 起 こ る よ うな 場 合 に は は つ き りす る。

  Er ist radgefahren.「 彼 は 自転 車 に乗 つて い っ た」
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  Er ist Auto gefahren-「 彼 は 自 動 車 に 乗 っ て い っ た 」

し か しkegelschiebenと 比 較 し た 場 合,違 い は 不 定 詞 で 一 語 書 き さ れ る と こ ろ

に し か な い 。

  Ich habe Kegel geschoben.‐Ich m�hte lieber kegelschieben.

  「私 は ボ ー リ ン グ を し た 。 私 は ボ ー リ ン グ の 方 が し た い 」

  Ich bin Auto gefahren.‐Ich m�hte lieber Auto fahren.

  「私 は 自 動 車 で 行 っ た 。 私 は む し ろ 自 動 車 で 行 き た い 」

 こ う い うAuto fahrenの よ う な タ イ プ を, Brinkmannは 「説 明 的 結 合

[orientierende Verbindung]」 と 呼 ん で い る 。 そ し て,「 こ う い う 名 詞 の 特 徴 は,

統 語 的 特 徴 が 消 え て し ま っ て お り,名 詞 が 統 語 的 に 中 和 さ れ て い る こ と で あ

る38)」 と,名 詞 が 自 立 語 と し て の 性 質 を 弱 め て し ま っ て い る こ と を 示 し て い る 。

つ ま り,定 冠 詞 が 用 い ら れ ず 格 が 不 明 で あ る,あ る い は 前 置 詞 で 動 詞 に 対 す る

意 味 関 係 を は っ き り さ せ て い な い と い う 点 を 指 し て い る の で あ る 。

 こ の 場 合 の 名 詞 の 動 詞 に 対 す る 関 係 は,次 に 示 す よ う にradfahrenもAuto

fahrenも そ も そ も 違 い は な い 。

  radfahren:mit dem Fahrrad fahren

  Auto f臧ren:mit dem Auto fahren

し か し,一 方 は ほ と ん ど分 離 動 詞 と い え る も の な の に 対 し,も う 一 方 は 決 して

一 語 書 き さ れ る こ と の な い 慣 用 句 で あ る
。

 同 じ 関 係 は,さ ら に 次 の よ う な 場 合 に も 見 い だ せ る39)。

  Ich habe vor, spazierenzugehen.「 散 歩 に 行 くつ も り だ 」

  Ich habe vor, baden zu gehen.「 泳 ぎ に 行 くつ も り だ 」

  Sie hat den Fuﾟboden blankgebohnert.「 彼 女 は 床 を ぴ か ぴ か に 磨 い た 」40)

  Sie hat die Gl舖er blank geputzt.「 彼 女 は グ ラ ス を ぴ か ぴ か に 磨 い た 」

例 え ばspazierengehenとbaden gehenに つ い て も,次 に 示 す よ う に 第 一 構 成 要

素 と基 礎 動 詞 の 意 味 関 係 は 等 し い 。

  spazierengehen:gehen, um zu spazieren

  baden gehen:gehen, um zu baden41)

3―2.zurechtkommen―zugrunde gehen型

 一 語 書 きさ れ る 前 置 詞 句 と動 詞 の慣 用 的表 現 も分離 動 詞 と近 い 意 味 関係 を持

っ て い る。 前 置 詞 句 に 由来 す る 唯 一 の 分 離 す る第 一構 成 要 素 はzurechtで あ る。
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こ の 第 一 構 成 要 素 を 持 つ 分 離 動 詞 と し て はzurechtbringen, zurechtfinden,

zurechtkommen, zurechtsetzenな ど が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら と 意 味 的 に 関 連 し て

い る 慣 用 句 的 用 法 に は,次 の よ う な も の が あ る 。

  zugrunde gehen「 破 滅 す る 」,zugute kommen「 役 立 つ 」,

  zunichte machen「 打 ち 砕 く」,zuteil werden「 与 え ら れ る 」,

  zuleide tun「 損 害 を 与 え る 」,zutage bringen「 明 る み に 出 す 」,

  abhanden kommen「 失 わ れ る 」,auﾟerstande sein「 ～ で き る 能 力 が な い 」,

  instand halten「 良 好 な 状 態 に 保 つ 」

こ れ ら に お い て は 次 の 例 が 示 す よ う に,形 態 的 分 離 が 起 こ る と は 言 え な い 。

  Das Geld ist allen zugute gekommen.「 お 金 は ど ん な 役 に も立 つ た 」

  Er bem�t sich, den Wagen instand zu halten.

  「彼 は 車 を 良 い 状 態 に し て お こ う と 骨 折 っ て い る 」

し か し な が ら,分 離 動 詞 に お い て 統 語 的 分 離 が 起 こ る 場 合 に は,こ れ ら の 慣 用

句 は 分 離 動 詞 と見 分 け が つ か な い の で あ る 。

  Ich kam zum Zug gerade noch zurecht.

  「私 は 列 車 に や っ と の こ と で 間 に あ っ た 」

  Das Schiff ging im Sturm zugrunde,「 船 は 嵐 で 沈 没 し た 」

こ れ ら の 慣 用 句 と分 離 動 詞 と の 違 い は,不 定 詞 で 一 語 書 き さ れ る か 分 か ち 書 き

さ れ る か と,分 離 動 詞 で 形 態 的 分 離 が 起 こ る よ う な 場 合 に,第 一 構 成 要 素 と基

礎 動 詞 の 間 に 入 る 要 素 も 共 に 一 語 書 き さ れ る か ど う か と い う と こ ろ に し か な

い42)。

 動 詞 と 慣 用 表 現 を 作 る 一 語 書 き さ れ る 前 置 詞 句 の 中 で,zufriedenだ け は 一

語 書 き さ れ た り,分 か ち 書 き さ れ た り す る 。zufrieden sein, zufrieden maChen

と 並 ん で,zufriedengeben, zufriedenstellenと い う動 詞 も 存 在 す る 。 こ れ ら の

一 語 書 き
,分 か ち 書 き の 基 準 に つ い て は,以 下 の 例 が 示 す よ う に 比 喩 的 な 意 味

で 用 い ら れ る 場 合 に は 一 語 書 き さ れ る と見 な す こ と も で き る43)。

  Er will sich nicht zufriedengeben.(=sich nicht begn�en)

  「彼 は 満 足 し な い だ ろ う 」

  Du sollst ihn zufriedenlassen.(=in Ruhe lassen)

  「彼 を そ っ と し て お き な さ い 」

  Ich habe ihn zufriedengestellt. (=befriedigt)

  「私 は 彼 の 願 い を 叶 え て や つ た 」
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し か し こ の よ う な 意 味 的 基 準 は,あ ま り 明 確 な 判 断 基 準 と は 言 え な い 。

 Seludkoは, zugrunde gehenの よ う な 一 連 の 慣 用 的 用 法 を,複 合 動 詞 とzum

Ausdruck bringenの よ う な 比 喩 的 意 味 を 持 た な い 用 法 の 間 に 位 置 す る 独 自 の

も の と 見 て い る44)。

3.3.sitzenbleiben-sitzen bleiben型

 sitzenbleiben, sitzen bleibenの よ う に,同 じ 構 成 要 素 か ら な り,一 語 書 き さ

れ る か さ れ な い か だ け の 差 を 持 つ も の が あ る 。

  Wenn du nicht fleiﾟiger bist, wirst du sitzenbleiben.

 Tも つ と し つ か り や ら な い と,落 第 す る よ 」

  Du sollst auf dieser Bank sitzen bleiben.

  「君 は こ の ベ ン チ に 座 つ た ま ま で い な け れ ば な ら な い 」

  Du sollst nicht gehenlassen.

  「だ ら し な く し て い て は い け な い 」

  Du kannst ihn um f�f Uhr gehen lassen.

  「君 は 彼 を5時 に は 行 か せ て や れ る 」

  Er wird uns bei diesem Fest freihalten.

  「こ の 宴 会 で 彼 は 我 々 に お ご っ て く れ る だ ろ う」

  Er wird seine Rede frei halten.

  「彼 は 原 稿 な し で ス ピ ー チ を ず る だ ろ う 」

  Wir werden Ihnen die Summe gutschreiben.

  「こ の 金 額 を あ な た の 口 座 に 入 金 い た し ま す 」

  Dieser Sch�er kann gut schreiben.

  「こ の 生 徒 は 上 手 に 書 く こ と が で き る 」

こ れ ら の 動 詞 が 一 語 書 き さ れ る か 分 か ち 書 き さ れ る か の 基 準 に つ い て,Duden

の 正 書 法 で は 次 の よ う な 規 則 が 挙 げ ら れ て い る 。

  R205

  動 詞 が 第 二 構 成 要 素 と な る 一 つ な が りの 一 語 が,単 に 語 の 並 列 が 表 す 以 上

  の 新 た な 概 念 を 表 す 場 合,規 則 と し て は 一 語 で 書 く。

  R206

  二 つ の 語 が ま だ そ れ ぞ れ 独 自 の 意 味 を 持 っ て い る 場 合 は,分 か ち 書 き す

  る45)。
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前 述 の 例 文 は,こ の 規 則 に 従 っ て い る 。 例 え ば,

  Wenn du nicht fleiﾟiger bist, wirst du sitzenbleiben.

と い う 文 に お い て は,sitzenbleiben.は"nicht versetzt werden"と い う 比 喩 的 な

意 味 で 用 い ら れ て お り,

  Du sollst auf dieser Bank sitzen bleiben.

と い う文 に お け るsitzen bleibenの"sich setzen und nicht weggehen"と い う 具 体

的 な 意 味 と は 異 な っ て い る 。 他 の 例 文 に お い て も,gehenlassenは"nachlassig

sein"と い う 意 味 で, freihaltenは"f� uns bezahlen"と い う 意 味 で, gut-

schreibenは"anrechnen"と い う 意 味 で 用 い ら れ て お り,分 か ち 書 き さ れ て い る

場 合 の 具 体 的 な 意 味 と は 異 な っ て い る 。 こ れ ら の 語 に 対 し て は,「 新 た な 概 念

を 表 す 場 合 は 一 語 書 き す る 」 と い う 規 則 は 有 効 で あ る 。

 し か し こ の 規 則 は,ど ん な 場 合 に も 有 効 な わ け で は な い 。 例 え ば

kennenlernen, spazierengehenな ど の 動 詞 で は,特 に 新 し い 概 念 を 表 す わ け で

は な い に も か か わ ら ず,一 語 書 き さ れ て い る46)。 さ ら に,前 述 のbaden gehen

に 話 し言 葉 で は 「失 敗 す る 」 と い う 意 味 が あ る こ と を考 慮 に 入 れ る と,事 情 は

ま す ま す 複 雑 に な る 。 す な わ ち,特 に 新 し い 概 念 を 表 す わ け で は な いkennen―

1ernenやspazierengehenが 一 語 書 き さ れ る 一 方 で,比 喩 的 な 意 味 で も 用 い ら れ

るbaden gehenが 分 か ち 書 き さ れ て い る か ら で あ る 。 さ ら に, das Fenster

offenlassen―eine Frage offenlassen「 窓 を 開 け た ま ま に す る ― 問 題 を 未 解 決

の ま ま に す る 」 の よ う に,比 喩 的 な 意 味 で も 具 体 的 な 意 味 で も一 語 書 き さ れ る

も の も あ る 。 こ れ ら の 例 は,上 記 の 一 語 書 き の 基 準 が 絶 対 的 な も の で は な い こ

と を示 して い る 。 む し ろ,一 語 書 き か 分 か ち 書 き か と い う こ と は,意 味 の 差 異

を 表 す 手 段 に す ぎ な い よ う に 思 わ れ る 。

 さ ら に,一 語 書 き の 基 準 の 決 め が た さ を 示 す の に は,次 の よ う な 例 も 挙 げ ら

れ る 。leichtfallenは 普 通 一 語 書 き さ れ る が,第 一 構 成 要 素 の 形 容 詞 が 比 較 級 に

な る 場 合 に は 分 か ち 書 き さ れ る 。

  Dies wird ihm leichtfallen.「 こ の こ と は 彼 に と っ て は 易 し い こ と だ ろ う」

  Das Englische ist mir leichter gefallen.

  「英 語 は 私 に と っ て は,ず っ と 易 し い も の だ つ た 」

一 方
,第 一 構 成 要 素 の 形 容 詞 が 比 較 級 で あ っ て も な くて も,一 語 書 き さ れ る 動

詞 も あ る 。

  den Sch�ern die Klassiker nahebringen「 生 徒 た ち を 古 典 に 親 し ませ る 」
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  das Problem einer L�ung n臧erbringen「 問 題 を解 決へ い つ そ う近 づ け る」

 ま た,こ う い う動 詞 の第 一構 成 要 素 が 程 度 の 副 詞 で よ り詳 し く規 定 さ れ る 場

合 に は,分 か ち書 き さ れ る47)。

  Ihr ist alles�eraus leicht gefallen.

  「彼 女 に とっ て は,す べ て は極 め て易 しい こ とだ っ た」

  Er ist ihr zu nahe getreten.「 彼 は彼 女 と親 し くな りす ぎた 」

この よ うな 場 合 に は,第 一 構 成 要 素 は 自立 語 と見 な され て い る の で あ る。 こ の

よ う に些 細 な統 語 的 環 境 の 差 で,分 離動 詞 は 一 語 書 きさ れ な くな る の で あ る 。

これ は,分 離 動 詞 の 第 一構 成 要 素 と基礎 動 詞 の 結 びつ きが確 固 た る もの で は な

い こ と を表 して い る と言 え よ う48)。

3.4.分 離 ・非 分 離 動 詞

 一 語 書 きす る か ど うか とい う とこ ろ に 見 ら れ る よ う な意 味 的 区 別 は,分 離 ・

非 分 離 動 詞 の場 合 に も見 られ る 。動 詞 が 非 分 離 の 場 合 は比 喩 的 意 味,分 離 の場

合 は具 体 的意 味 と い う意 味 的 対 立 が 現 れ るの で あ る49)。

  Die Mutter schneidet den Apfel durch.「 母 親 は林 檎 を切 る」

  Das Schiff durchschneidet die Welle.「 船 は 波 を切 っ て 進 む」

  Er setzt die Leute皿it seine皿Boot�er.

  「彼 は ボ ー トで 人 々 を向 こ う岸 へ 渡 す 」

  Ich�ersetze den Brief ins Deutsche.「 私 は手 紙 を ドイ ッ語 に 訳 す 」

  Der G舐tner gr臙t den Dung unter.「 庭 師 は肥 や し を施 す 」

  Er untergr臙t seine Gesundheit.「 彼 は健 康 を徐 々 に損 な う」

  Ich hole mir das Buch selbst wieder.「 私 は そ の 本 を 自分 で 取 り戻 す 」

  Ich wiederhole die ganze Lektion― 「私 は そ の課 全 部 を復 習 す る」

例 え ば,分 離 動 詞 のdurchschneidenが 林 檎 を 「切 っ て 分 か つ 」 とい う具 体 的

にschneidenす る動 作 を表 す の に対 して,非 分 離 動 詞 の方 は 比 喩 的 な動 作 で あ

る 。 つ ま りこ の 場 合,波 が切 り分 け られ る こ とは 決 して な い の で あ る 。

 一 方 次 の よ うな 場 合 に は,別 の意 味 的対 立 が 生 じて い る 。

  Das Auto f臧rt den Mann um.「 自動 車 が 男 を 引 き倒 す 」

  Wir umfahren die Stadt.「 我 々 は そ の 町 を 迂 回 す る」
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  Sie stellt oft die M6bel um― 「彼 女 は よ く家 具 を置 き換 え る 」

  Polizisten umstellten das Haus― 「警 察 は そ の 家 を包 囲 した 」

つ ま り,分 離 動 詞 のumfahren, umstellenが 対 格 目的 語 自体 に 及 ぼす 影 響 を 表

して い る の に対 して,非 分 離 動 詞 の umfahren, umstellenは 対 格 目 的 語 を 取

り囲 ん で過 ぎ て い く(対 格 目的 語 自体 に は 影 響 を与 え な い)動 作 を表 して い る

の で あ る50)。 こ の こ と は,比 喩 的 ― 具 体 的 とい う意 味 的 対 立 が 絶 対 で は な い こ

と を示 して い る 。 こ こで も分 離 動 詞 か 非 分 離 動 詞 か とい う こ とは,意 味 の 区 別

を表 す 手 段 と して の み 機 能 して い る。

 さ らに次 の よ うな場 合 に は,分 離 動 詞 と非 分 離 動 詞 を分 け て い る基 準 は ま す

ます 明確 で は な い 。

  Der Zug f臧rt bis Berlin durch― 「列 車 はベ ル リ ン まで 止 ま ら な い」

  Der Zug durchf臧rt die Stadt.「 列 車 は 町 を素 通 りす る」

  Sie hat sich eine Jacke�ergezogen.「 彼 女 は ジ ャケ ッ トを羽 織 った 」

  Sie hat die Betten frisch�erzogen.

  「彼 女 はベ ッ ドを新 しい シ ー ッで 覆 った 」

こ こ に は統 語 的環 境 の 違 い しか な い51)。 比 喩 的 ― 具 体 的 とい う意 味 的対 立 も,

また 別 の意 味 的 対 立 も見 い だせ な い た め に,分 離 動 詞 と非 分 離 動 詞 を分 け て い

る もの は不 明 で あ る 。 分 離 動 詞 と非 分 離 動 詞 の 間 に は,意 味 的 区別 は あ っ て も,

は っ き り した 境 界 線 が 引 け る ほ ど意 味 的対 立 が あ る わ け で は な い 。 む し ろ,意

味 的 区 別 以 外 に こ れ ら を分 け る 明確 な基 準 は な い の で あ る。

4.分 離 動 詞 とそ の周 辺

 まず こ こ で,分 離 動 詞 の 認 定 基 準 を一 部 しか満 た さ な い動 詞 につ い て整 理 し

て お く。 こ の認 定 基 準 をす べ て 満 た す も のが 分 離 動 詞 と認 め られ るの だが,こ

れ らの 条 件 を 一 部 しか 満 た さな い 動 詞 は,そ れ に至 る まで の 中 間 段 階 を形 成 し

て い るの で あ る。 以 下 の表 はそ れ を 明 ら か にす る 。
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          条 件    123a 3b 4

     グ ル ー プ1 :fr�st�ken   O O × × ×

     グ ル ー プ2a :notlanden    O O X × ○

     グ ル ー プ2b:bauchreden   OO × × ム

     グ ル ー プ3 :wettlaufen    O O O × ×

     グ ル ー プ4 =radfahren    O O O × ○

     分 離 動 詞:anfangen   O O O O O

グ ル ー プ1が 分 離 現 象 を全 く示 さな い語 で あ り,分 離 動 詞 が統 語 的 に も形 態 的

に も完 全 に分 離 を示 す 語 で あ る こ とか ら,グ ル ー プ2,3,4は そ の 間 で 揺 れ

て い る語 で あ る と言 え る。 分 離 動 詞 と分 離 動 詞 で な い 語 の 聞 にあ る 中 間 地 帯 で

あ る。

 また,3で 述 べ た分 離 動 詞 と意 味 的 に 近 い 慣 用句 や 動 詞 も含 め る と,分 離 動

詞 とそ の近 くに 位 置 す る もの は,次 の よ う な 図 で 表 す こ とが で き る。

              zugrunde gehen

     badengehen zurechtstellenspazierengehen ―freisprechenfreisprechen

               anfangen

                     durchfahren

       '一., haushalten'‐一 一一radfahren-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

        /
               notlanden                 durchfahren

               bauchreden

      Auto fahren         fr�st�ken

こ こ に何 らか の 中 間 段 階 を 見 い だす こ とは で き な い が,分 離 動 詞 とそ の周 辺 の

広 が りは見 て取 る こ とが で き る。

4.1.分 離 動 詞 と見 な され る よ う に な る可 能 性

 この 場 合,分 離 動 詞 とそ うで ない 語 の 間 に 中 間段 階 が あ る とい う こ とは,し
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か しな が ら,こ こ に何 らか の順 序 だ っ た 発 展 段 階 が あ る とい う こ と を表 す わ け

で は な い 。 つ ま り,グ ル ー プ1か ら分 離 動 詞 に至 る まで に グ ル ー プ2,3,4

の 状 態 を順 次 た ど って 行 く とい う こ と を想 定 して い る訳 で は な い 。 グ ル ー プ2

よ り も3の 方 が,よ り分 離 動 詞 に近 い と こ ろ ま で発 達 して い る な ど とい う こ と

は言 え な い の で あ る。 つ ま り,こ こ に は分 離 動 詞 に 向 か う一 つ の 方 向性 とい う

も の は存 在 しな い 。

 で は,こ の 中 間段 階 は何 を示 し て い るか とい う と,分 離 動 詞 と見 な さ れ る よ

う に な る か も しれ ない とい う可 能 性 で あ る。 いず れ どの 語 が ど う い う経 過 を た

ど っ て,分 離 動 詞 に な る とい う こ とを 断 言 す る こ と はで きな い 。 しか し,グ ル

ー プ4が 一 番 分 離 動 詞 と見 な され る よ う に な る可 能 性 が 高 い とい う こ とは 言 え

る だ ろ う。 ま た,グ ル ー プ2aの 記 述 の 揺 れ か ら考 え る と,グ ル ー プ2bか ら

グ ル ー プ2aに 入 れ られ る も のが 出 て くる 可 能 性 も少 な く はな い と言 え よ う 。

 意 味 的 に 分 離 動 詞 に近 い と こ ろ に位 置 す る もの も考 慮 に入 れ る と,分 離 動 詞

へ と発 展 す る何 らか の 決 ま った 道 筋 とい うの は な い とい う こ とは ,ま す ます 明

らか に な って くる 。 た だ,例 え ばzugrunde gehen―zurechtstellenと い う対 で

見 た 場 合 に,分 離 動 詞 と見 な され る よ うに な るか も しれ な い とい う可 能 性 が あ

る と言 え る の で あ る。 こ こ で,分 離 動 詞 か そ うで な い か を分 け て い る の は,主

に一 語 書 きか 分 か ち書 きか とい う こ とで あ る。

 しか しな が ら,意 味 論 的 に は こ こ に は 一種 の 道 筋 が 見 い だ せ な い こ と もな い 。

分 離 動 詞 で は な い語 か ら分 離 動 詞 へ と発 展 す る 一 種 の方 向性 を示 して い る例 と

して,こ こ で は 二 つ 挙 げ る こ とが で き る。 一 つ はAfonkinに よ る, her―, hin―

を構 成 要 素 と して持 つ 方 向 副 詞 が,分 離 動 詞 の 第 一 構 成 要 素 へ と発 展 す る道 筋

で あ る52)。す な わ ち,方 向 副 詞(第 一 段 階)か ら,具 体 的 な 意 味 を離 れ た 動 詞

接 頭 辞(第 二段 階)を 経 て,文 法 的 に最 大 限 に まで 抽 象 化 され た動 作 様 態 的 な

意 味 を持 つ 動 詞 接 頭 辞(第 三 段 階)に 至 る とい う もの で あ る 。 具 体 的 な動 詞 の

例 と して,第 二 段 階 に あ る もの にauf jn―hineinfallen「 ～ に だ ま され る」,第 三

段 階 に あ る も の にherunterschuften「 せ っせ と働 く」 が 挙 げ ら れ て い る。

Afonkinの 主 張 で は,こ れ ら の 方 向 副 詞 は 「分 離 す る 接 頭 辞an―, auf― な ど

(さ らに 以 前 に は 非 分 離 の 接 頭 辞er―, ver一 な ど も)が た ど っ て き た発 達 過 程

を繰 り返 して い る53)」の で あ る 。 しか し,こ れ が 本 当 に 何 らか の 「発 達 過 程 」

で あ る の か とい う こ とは疑 わ しい。 個 々 の動 詞 を考 え る場 合 に は,そ れ ら は必

ず し も,第 一 段 階 か ら順 次 段 階 を上 つて き た わ け で は な い だ ろ う。 こ こで は,
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個 々 の 動 詞 が単 に そ の段 階 に あ る とい う こ と を示 して い る と捉 え る こ と に した

い 。 そ の よ うに 捉 え る な ら ば,第 一構 成 要 素 の 意 味 の抽 象 度 で 段 階付 けが で き

る とい う こ と は認 め られ る。

 も う一 つ の例 は,§eludkoの 述 べ て い るzugrunde gehenの タ イ プ の慣 用 句 で

あ る54)。 こ の タイ プ は,§eludkoに よ る とzum Ausdruck bringenの よ う な慣 用

句 と複 合 動 詞 の 間 に位 置 す る よ う な タ イ プ で あ る 。 なぜ な ら,「 イ デ オ ム 的 性

質 を持 つ 複 合 動 詞 と イ デ オ ム的 性 質 を持 つ 慣 用 的 用 法 は,た だ構 造 的 形 態 で 分

け られ る にす ぎな い 。 両 方 の他 の 特 徴 は 同 じな の で あ る55)」 か らで あ る。 す な

わ ち,zugrunde gehenの よ うな慣 用 句 が 持 つ 比 喩 的 意 味(イ デ オ ム 的性 質)が,

zum Ausdruck bringenの よ う な,ど ち ら か と い え ば構i成 要 素 の 意 味 の 和 と し

て の意 味 を持 つ もの か ら区 別 して い る とい う の で あ る。 確 か に,こ こ に は 「構

造 的 な 違 い」,つ ま り一 語 書 きか 分 か ち書 き か とい う差 しか な い とい うの は う

なず け る だ ろ う。 しか しな が ら,Seludkoは こ の イ デ オ ム 的性 質 を持 つ 慣 用 句

が す べ て,分 離 動 詞 へ 発 展 す る中 間段 階 で あ る と は見 て い な い 。 す な わ ち,

zum Ausdruck bringenの タ イ プ →zugrunde gehenの タ イ フ.→ 分 離 動 詞 と い

う一 定 の 発 達 方 向 が あ る わ け で は な い の で あ る。 こ こで 示 さ れ て い る 可 能 性 は

三 つ あ る。 す な わ ち,zurecht― の よ う な 分 離 す る 第 一 構1成 要 素 に な る か,

beiseiteの よ うに 完 全 に具 体 的 な意 味 を保 ち,分 か ち書 き され る もの に な る か,

zufriedenの よ う に一 語 書 き さ れ た り,分 か ち書 き さ れ た りす る よ う に な る か

で あ る56)。 つ ま り,前 置 詞 句 の 部 分 の 意 味 の 抽 象 度 に よ って 段 階 が あ るの で あ

る 。Afonkinと 同 じ く,意 味 の 抽 象 度 に よ っ て 段 階付 けが な され て い る訳 だ が,

こ こで はそ の段 階 は一 応,そ れ ぞ れ 移 行 の段 階 で は な い もの と して 捉 え られ て

い る57)。

 結 局 こ こで 明 らか に な る こ と は,意 味 の抽 象 度 が 高 い ほ ど,分 離 動 詞 に近 い

位 置 を 占め る とい う こ とで あ る。 分 離 動 詞 と見 な され る とい う こ と は,す な わ

ち一 語 書 き さ れ る と い うこ とで あ る。 しか し,こ の 一 語 書 きの 意 味 的 な 基 準 は,

3で 述 べ た よ うに,必 ず し も統 一 さ れ て い る とは 言 い が た い 。 した が って,次

に正 書 法 の 問題 を考 え ざ る を得 な い。

4.2.正 書 法 の 問 題

 分 離 動 詞 で は な い もの が 分 離 動 詞 と見 な さ れ る よ う に な る た め に必 要 な の は,

正 書 法 に よ る認 知 で あ る 。 そ れ は一 語 書 き,分 か ち 書 きにつ い て の み 言 え る こ
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とで は な い 。 ア ク セ ン ト,形 態 的,統 語 的 特 徴 につ い て もそ うで あ る。 例 え ば,

radfahrenに お い て 「lch fahre Rad,と 書 くの が 正 しい 」 と定 め て い る の も正 書

法 だか らで あ る。

 しか しな が ら,正 書 法 は絶 対 的 な基 準 で はな い 。 なぜ な ら,正 書 法 は言 語 の

標 準 的 な使 用 法 を定 め て い る もの で あ り,そ れ ゆ え,そ の言 語 を使 用 して い る

者 の 標 準 的 な 用 法 が 反 映 さ れ て い な け れ ば な ら ない か らで あ る。 正 書 法 で 正 し

い 用 法 と さ れ て い る もの 以 外 の 用 法 を 用 い て い る者 も い る は ず で あ る 。rad,

fahren-Auto fahrenの 場 合 にradfahrenだ け が 一 語 書 き され る の は,そ も そ

もRad fahrenと 分 か ち書 き され て い た もの が,頻 繁 に使 わ れ て い る う ち に用

法 の 揺 れ を生 じ,た また ま一 語 書 きが 固 定 して しま っ た と も考 え られ る。 今 の

時 点 で は正 書 法 に よる と誤 って い る と さ れ る用 法 も,そ れが そ の言 語 の使 用 者

の 中 で 一 般 的 に な れ ば,正 しい と認 め られ る よ う に な る。 つ ま り,正 書 法 を定

め て い る の は,あ らか じめ 言 語 体 系 の 中 に存 在 して い る もの で は な い 。 正 書 法

は 規則 を定 め て い る の だ が,そ の 一 方 で,言 語 の 使 用 者 に よ る使 用 法 に 影 響 を

受 け ざ る を得 ない の で あ る。

 そ れ ゆ え,実 状 に合 わ な い と判 断 した場 合,正 書 法 の改 訂 を提 案 す る こ と も

で き る。 例 え ばFleischer/Barzで は, radfahren―Auto fahrenの 事 例 に つ い

て は正 書 法 の 統 一 が 望 ま しい と述 べ て い る58)。 さ ら に,3で 述 べ た よ うな 一 語

書 き と分 か ち 書 きの意 味 的 基 準 を め ぐる混 乱 に 関 して も,基 準 の定 め 方 の 曖 昧

さ が 原 因 と して 指 摘 さ れ て い る59)。

4.3.開 か れ た カ テ ゴ リー と して の 分 離 動 詞

 確 か に,3で 挙 げ た よ う な様 々 な 揺 れ を,正 書 法 の 基 準 の 曖 昧 さ と して 捉 え

る こ と もで き る。 しか し,基 準 を統 一 す る こ とが で き な い の は,明 確 な,す べ

て の場 合 に適 用 す る こ との で きる基 準 とい う もの が 存 在 しな い か らで あ る。 あ

ま りに 細 分 化 され,ほ とん ど個 々 の事 例 に そ れ ぞ れ 規 則 が あ る と しか言 え ない

よ うな 状 況 か ら,そ れ は 明 らか で あ る。 そ こ で は っ き り して い る の は,一 語 書

きか分 か ち書 きか とい う基 準,あ る い は分 離 す る か しな い か とい う基 準 の 決 め

が た さ とい う こ とで あ る。 基 準 は必 ず しも確 定 して し ま っ た もの で は な い 。 い

つ で も変 更 可 能 な もの で あ る。 一 方,2で 挙 げ た動 詞 の タ イ プ か ら明 らか にな

る の は,ア ク セ ン ト,統 語 的,形 態 的 特 徴 で 分 離 動 詞 を認 定 し よ う とす る 場 合

に,条 件 をす べ て 満 た す もの を分 離 動 詞 と見 なす こ とは で き る が,分 離 動 詞 と
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そうでない語の間に越えがたいほどの隔た りがあるという訳ではないというこ

とである。

 すなわち,分 離動詞 とそうではない語(あ るいは慣用句)の 間に境界線を引

くことは不可能ではないが,そ の境界線 は厳 しく他を排斥するようなものでは

ないのだ。確かに,1で 挙げた分離動詞の認定基準は,ア クセン ト,統 語的,

形態的特徴において分離動詞を捉える場合は有効である。すなわちこの範囲内

では,分 離動詞の境界線はこの認定基準であると言 って もよかろう。明らかに,

この基準をすべて満たす ものは分離動詞であると言 うことができる。 しか しな

が ら,少 し視点 を転 じてみると,そ の基準 を一部だけ満たす動詞 という中間段

階が存在 している。そこには,今 は分離動詞の領域の外にあるものが取 り込ま

れる可能性が見て取れる。 さらに,意 味的に非常に近い ところにあ り,ほ とん

ど一語書きするか,分 かち書 きするか という差 しか見いだせないような動詞,

慣用句 も存在 している。ここにおける分離動詞の境界線は,統 一 した基準がな

いという点で,あ まり明確なものではなく,こ れらが分離動詞になる可能性も,

決 して否定できるものではない。このように自らのうちに新 しい語を取 り込め

るという点,す なわち閉鎖的でないという点で,分 離動詞は開かれたカテゴリ

ーであると言うことができる。

 確かに,あ る語が分離動詞 と見なされるかどうか ということにとって,正 書

法の存在は大きい。 しかし,正 書法がある程度恣意的に定められる規則である

とは言え,実 際の用法 を全 く無視できない以上,恣 意的と言えども限 りがある。

そのために,基 準が細分化 され,統 一 したものではなくなるのである。これま

で述べてきた揺れを考える場合,厳 密 に言えば,使 用者による用法の違いとい

う揺れと,正 書法が統二した基準を定められないという,基 準の適用 という点

から見た揺れの二種類があるわけだが,こ の揺れそのものが,分 離動詞の領域

の境界線を明確に引けない原因と言 ってもよいだろう。いわゆる 「正書法の基

準の曖昧さ」 と呼ばれるもの も,分 離動詞 となる可能性があると見なすことが

できる。

 先に挙げた図は,こ のような意味での分離動詞の周辺60)を示 しているのであ

る。すなわち,分 離動詞の周辺部分は,分 離動詞のカテゴリーの中に取 り込ま

れる可能性のある部分である。これ らの周辺は,統 語的,形 態的 レベルと,意

味的レベルの両方に広がっているのである。
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                   註

1)最 近 の 文 法 書 に お い て,分 離 動 詞 が どの よ う に扱 わ れ て い るか に つ い て は,以 下 を

  参 照 。

  中村 直 子:「 分 離 動 詞 をめ ぐ つ て」 京 都 ドイ ツ語 学 研 究 会 会 報 第8号 1994

2) 以 下 で は,複 合 動 詞 の構 成 要 素 につ い て,第 一 構 成 要 素,基 礎 動 詞 とい う名 称 を 用

  い る 。 例 え ば�erlegenに お い て は,�erが 第 一 構 成 要 素 で あ り, legenが 基 礎 動

  詞 で あ る。

3) 第 一 構 成 要 素 に ア ク セ ン トが あ る か な い かが,分 離 す る か しな い か に一 致 して い る

  とい う 点 で は,ど の文 法 書 も意 見 は一 致 して い る。

  s.Blatz S.771;Paul Bd.5S.33;Duden S.412;Engel S.439;Schulz/Griesbach S.38;

  Helbig/Buscha S.188

  BLATZ, Friedrich:Neuhochdeutsche Grammatik 2Bde. J・Lang's Verl臠buchhandlung

    und Buchdruckerei. Karlsruhe.18953

  PAUL, Hermann:Deutsche Grammatik 5Bde. Verlag von Max Niemeyer, Halle,

    1916-1920

  DUDEN:Grammatik der Gegenwartssprache. Der Duden in 10 B舅den Bd.4,19844

  ENGEL, Ulrich:Deutsche Grammatik, Julius Groos Verlag, Heidelberg,1988

  GRIESBACH, Heinz・SCHULZ, Dora:Gra皿natik der deutschen Sprache, Max Hue―

    ber Verlag,1962

     (邦 訳:稲 木 勝 彦 他 訳 「ドイ ッ文 法 」 三 修 社)

  HELBIG, Gerhard BUSCHA, Joachim:Deutsche Grammatik, VEB Verlag Enzyklo-

    p臈ie, Leipzig,198/(19721)

     (邦 訳:在 間 進 訳 「現 代 ドイ ツ文 法 」 三 修 社)

4) vgl. Schulz/Griesbach S.301f.;Helbig/Buscha S.501f.

5)Rathの 分 離 動 詞 の 枠 外 配 置 に つ い て の 論 文 で は,分 離 動 詞 に よ る枠 構 造 に お け る

  枠 外 配 置 の タ イ プ は,「 は み で た 文 要 素 に よ る もの 」,「関 係 文 に よ る もの」,「 接 続

  詞 に 導 か れ た 文 に よ る も の 」,「 分 類 要 素,比 較 文 に よ る も の(alsに 導 か れ る 要

  素)」,「 文 節 に よる も の」,「付 け足 し の た め の もの」,「 強 調 の た め の もの 」 に 分 け

  られ て い る。 ち な み に こ の 中 で 一 番 数 が 多 い の は,副 文 に よ る もの で あ る。

  RATH, Rainer:Trennbare Verben und Ausklammerung. Zur Syntax der deutschen

    Sprache der Gegenwart. In:Wirkendes Wort 151965

6) s.Blatz S.774;Schulz/Griesbach S.41;Fleischer S.315

  FLEISCHER, Wolfgang:Wortbildung der deutschen Gegenwartssprache, Max

    Niemeyer Verlag, M�chen,19754

7)Fleischer S―315 SNは 名 詞 語 幹, SVは 動 詞 語 幹, SAは 形 容 詞 語 幹, Dは 派生 接
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  尾 辞 を示 す 。

8) B(atz S.774;Curme S.329

  CURME, George:Agrammar of the German language, Frederick Ungar publishing

    co. New York,19222

9)Duden S.412た だ し, Dudenの 疑 似 複 合 語 は後 述 す る グ ル ー プ2も 含 まれ て い る。

  Fleischerで も この 名 称 は用 い られ て い るが,グ ル ー プ2の み を指 して い る 。

  s.Fleischer S.316

10) Schulz/Griesbach S.40

11) た だ し,geの つ い た過 去 分 詞 の 方 が 好 ま れ る と述 べ て い る。 vgl. Curme S―257

12) た だ しliebkosenに つ い て はPaulが,

    こ の語 は す で に 中高 ドイ ッ語 で も そ うだ った よ うに,今 日で は非 分 離 で 用 い ら

    れ て い る 。 し か しそ れ と並 んで,19世 紀 まで は不 定 詞 と過 去 分 詞 で の 分 離 形 が

    見 られ た 。

    liebzukosen, liebgekost                       (Bd.5S:41)

  と述 べ て い る 。 さ ら にhandhabenに つ い て も, handhaben, handgehabtと い う形 が

  見 られ た と述 べ て い る(Bd.5S―42)。 こ の 場 合,こ の 動 詞 は 分 離 動 詞 と こ の グル ー

  プ の 間 を揺 れ て い た の で あ る。

   ち な み に,liebkosenの ア ク セ ン トは今 日 も な お 定 ま っ て い な い 。 Duden 1で は

  第 二 様 成 要 素 に ア ク セ ン トが あ り,二 種 類 の 過 去 分 詞 を 持 つ と さ れ て い る が,

  Duden 9で は,ア クセ ン トは 第 一 構 成 要 素 と第 二 構 成 要 素 の ど ち らに あ っ て も よ く,

  ア クセ ン トが 第 一 構 成 要 素 に あ る 場 合 に はgeの あ る 過 去 分 詞 形,ア クセ ン トが 第

  二構 成 要 素 に あ るば あ い に は非 分 離 動 詞 型 の 過 去 分 詞 を用 い る と され て い る 。

  s.Duden 1;Duden g S.451

  (Duden 1) Rechtschreibung der deutschen Sprache und der Fremdw�ter. Der

    Duden in 10 B舅den Bd.1,198619

  (Duden 9):Richtiges und gutes Deutsch. W�terbuch der spachlichen Zweifelsf舁le.

    Der Duden in 10 B舅den Bd.9,19853

13) この グ ル ー プ の 動 詞 に つ い て は,Schulz/Griesbachが 「不 完 全 な 語 形 の複 合 動 詞 」

  と して 挙 げ て い る。 しか し,「 不 定 詞 形 と過 去 分 詞 形 しか な い 」 と して2aの グ ル ー

  プ に 属 す る動 詞 も挙 げ て お り,定 形 の 時 以 外 は 分 離 す る 動 詞 に は触 れ て い な い 。

  vgl. S.41

  一 方Dudenで は,前 述 の よ う に こ れ らの 動 詞 は疑 似 複 合 語 と さ れ て い る。

  vgl. S.413

14)Curmeは,こ の よ う な動 詞 に つ い て 次 の よ うに述 べ て い る 。

    ま た,い くつ か の こ れ らの 複合 語 の 結 び つ きの 強 さ に つ い て は,非 分 離 形 と分

    離 形 が 生 じ る と い う こ とで,揺 れ が 広 ま って い る。 分 離 形 はた い て い の 場 合,

    過 去 分 詞 とzu不 定 詞 に 限 られ て い る。 ア クセ ン トが 第 一 構 成 要 素 に置 か れ る
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    と い う こ とが,同 じよ うに ア クセ ン トが 第 一 構 成 要 素 に あ る 分 離 複 合 語 の類 推

    に よ っ て,ge, ZUを 問 に挟 む こ と を示 唆 す るの で あ る 。(S.329)

15) Fleischer S.316

16)最 近 の 見 解 で は,こ の 語 は複 合 名 詞 か らの 逆 成[R�kbildung]と され て い る。 す な

  わ ちnotlanden<Notlandungで あ る(Fleischer/Barz S.293)。 Erbenに よ る と こ、れ

  は,よ く用 い られ る 動 詞landenと 結 び 付 け られ る こ とで,複 合 名 詞 の 接 尾 辞 ―ung

  が 削 除 され る とい う逆 成(Landung;Notlandung=landen;X(→notlanden)で あ る

  (S.34)o

  FLEISCHER, Wolfgang BARZ Irmhild:Wortbildung der deutschen Gegenwarts-

    sprache, Max Niemeyer Verlag, T�ingen,1992

  ERBEN, Johannes:Einf�rung in die deutsche Wortbildungslehre, Erich Schmidt

    Verlag, Berlin,19832

17) Fleischer a. a.0.

18) vgl. Duden 9

19) s―Schulz/Griesbach S.41;Duden g S.4ユ3

20) Paul Bd.5S.42

21) vgl. Duden 9

22)s.Duden 9 ち な み にFleischerも,こ の動 詞 で は 不 定 詞 の みが 用 い られ る と述 べ て

  い る 。S.316

23) Schulz/Griesbach S.41

24) Curme S.329(Hauptmann:Und Pippa tanzt)

25) vgl. Duden 9

26) vgl. Duden 9

27) Paul Bd.5S.37;Helbig/Buscha S.188;Schulz/Griesbach S.39;Duden S.424;

  Curme S.441

28) こ の こ と につ い て は,Curmeが 次 の よ う に述 べ て い る。

    (…)動 詞 と の複 合 語 で の,(miﾟの)ア クセ ン トは 不 安 定 で あ る 。 い くつ か の

    動 詞 で は た い て い ア ク セ ン トは な いが,他 の動 詞 で は ア ク セ ン トが あ つ た りな

    か った り し,そ れ ゆ え分 離 ・非 分 離 の接 頭 辞 と見 な され る。 しか しな が らた い

    て い は,ア ク セ ン トが あ っ て も,不 定 詞 と分 詞 の 場 合 のge, ZUに よ る もの を 除

    け ば,書 き言 葉 で は 動 詞 か ら分離 し ない 。(S.441)

29)miﾟを 第 一構 成 要 素 に持 つ 動 詞 の 揺 れ につ い て は以 下 を 参 照 。

  Duden g S.471;Helbig/Buscha S.189;Schulz/Griesbach S.21

30) vgl. Schulz/Griesbach S.21;Paul Bd.5S.38;Curme S.441

31)非 分 離i型 と分 離 型 の 二 種 類 の過 去 分 詞 を挙 げ て い るの はSchulz/Griesbach(S.21),

  分 離 型 の み を挙 げ て い るの はPaul(Bd―5S.38),非 分 離 型 の み を 挙 げ て い る の は

  Duden 9(S―471)で あ る。

                - 65 一



32) s.Duden 9

33) Paul a. a. O.

34) Curme S.441

35) Paul a. a.0.

36)Schulz/Griesbach S,41 し か し, wettgelauft, wettgeranntと い う形 態 的 分 離 を示

  す 過 去 分 詞 が 挙 げ ら れ て い る こ と もあ る(vgl. Curme S.329)。

37)現 在 分 詞 で は 書 き換 え が 行 わ れ ず,zu不 定 詞 形 で は書 き換 え が 行 わ れ る例 が 見 ら

  れ る(Curme a. a. O.)。

    die ehebrechende Frau「 姦通 す る 女 」

    Gott verbietet, die Ehe zu brechen,「 神 は 姦 通 す る こ とを 禁 じる 」

38) Brinkmann S.252

  BRINKMANN, Hennig:Die deutsche Sprache. p臈agogischer Verlag Schwann, D�sel-

    dorf,1971z

  また,Helbig/Buschaはradfahren/Auto fahrenに つ い て,「 分 離 成 分 と 自 立 語 の

  境 目 は 明確 で は な」 く,自 立語 で あ るAutoは 「相 当 す る分 離 成 分(rad)と 基 本 的

  に同 じ性 格 を持 つ 」 と述 べ て い る(S.193)。

39) vgl. Helbig/Buscha a. a.0.

40)た だ し,Duden 9で は次 の よ う な 「新 しい 概 念 を 生 じ させ る」 場 合 の み,一 語 で 書

  くと さ れ て い る(S.140)。

  Sie haben[die S臙el]blankgezogen.「 彼 ら は(サ ー ベ ル を)抜 い た 」

41)後 述 す る よ う に,話 し言 葉 で はbaden gehenに は 「失 敗 す る」 とい う意 味 が あ る。

  そ れ を考 慮 に 入 れ た 場 合 に は,こ の意 味 関 係 は必 ず し も成 り立 た な い 。

42) vgl. Helbig/Buscha S.193

43)Duden 9に よ る と, zufriedenに よ る慣 用 句 は 「結 びつ き に よ って,新 しい 概 念 が

  生 じ た り,意 味 にニ ュ ア ンス が 与 え られ る場 合,一 語 書 き され る(S.782)」

44) SELUDKO, N:Zur Frage der Verbeinheiten des Typs"zugrunde gehen"In:Deutsch

    als Fremdsprache 1968

  Seludkoの 論 に つ い て は後 に詳 し く述 べ る 。

45) Duden l S.64

46)Duden 9で は これ らの 語 につ い て,「 新 た な 概 念 を表 さ な い に もか か わ らず,統 一

  体[Einheit]と して 感 じ られ る か らJ一 語 書 き さ れ る と述 べ られ て い る 。 お そ ら く

  この 場 合 の統 一 体 と は,意 味 的統 一体 で あ ろ う。

47) vgl. Duden g S.787

48) vgl. Hentschel/Weydt S.82

  HENTSCHEL, Elke・WEYDT, Harald:Handbuch der deutschen Grammatik, de Gruy-

    ter, Berlin,1990

     (邦 訳:西 本 美 彦 他 訳 「ハ ン ドブ ッ ク現 代 ドイ ッ文 法 の 解 説 」 同学 社)
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49) vgl. Helbig/Buscha S.190;Schulz/Griesbach S.40

50) vgl. Helbig/Buscha S.191

51) Helbig/Buscha S.190

53) AFONKIN, Juri:Adverbiale Partikeln als Mittel zur Differenzierung der Aktionsart

    (2)In:Deutsch als Fremdsprache 1981

53) Afonkin S.24

54)  Seludko S.23

55)  Seludko a. a.0.

56)  vgl. Seludko S.29

57)少 な く と も現 在 の 時 点 で は,と い う こ と は付 け加 え て お くべ きか も しれ な い 。

58) Fleischer/Barz S.297ff.

59) しか し なが ら,今 まで 述 べ て きた よ う な様 々 な 揺 れ を,ひ とえ に正 書 法 の 基 準 の 混

  乱 のせ い と決 めつ け る の は早 計 だ ろ う。 確 か に,正 書 法 を改 訂 す る こ とに よ つて,

  現 在 の 混 乱 は解 消 す る か も しれ な い 。 しか し,先 に も述 べ た よ う に,正 書 法 と は用

  法 を規 定 す る もの で あ り なが ら,自 ら の方 も言 語 の 使 用 者 の使 用 法 に影 響 を受 け る

  もの で あ る。 す な わ ち,新 し く定 め た 正 書 法 も,い ず れ ず れ が 出 て くる とい う こ と

  は十 分 考 え ら れ る。 ま た 再 び,揺 れ が 生 じる ので あ る 。

60) 「周 辺 」 とい う語 の概 念 に つ い て は,以 下 を参 照 。

  DANES, Frantisek:The Relation of Centre and Periphery as a Language Universal.

    In:Travaux linguistiques de Prague 2, Praha,1966
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